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　日経平均株価は2月22日に史上最高値を更新
した。日本経済や企業がデフレ体質から脱却した
証になったとみられる。さらに、2023年3月の
東証による｢資本コストや株価を意識した経営｣
が企業ガバナンス改革を後押し、政策保有株の売
却加速や自社株買いの増加をもたらしている。日
本企業のEPS向上効果のほか、ROEや売上高営
業利益率の改善に裏打ちされた株価上昇は今後も
続くと考える。
　東証プライム市場に上場する3月期決算企業の
第3四半期(10-12月)決算は概ね堅調だった(P4
特集参照)。通期営業利益計画を上方修正した企
業の割合は20%、下方修正が10%(2/19時点)。
上方修正した企業の多い業種は機械、電気機器、
卸売、化学など。
　堅調な企業業績が続くなか、３月は本決算を迎
える企業が多い。3月末の配当権利獲得に向け、
好配当利回り銘柄に投資家の関心が集まりそうだ。
新NISAで好配当利回り銘柄が人気化しているこ
ともあり、今年3月はインカムゲイン投資が例年
以上に意識されると考える。 (2/26 田部井)

3月の展望 3月本決算期を迎えて企業業績が一層注目されよう

2月の銘柄・業種別騰落率（1/31→2/22）インカムゲイン投資を例年以上に意識
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◇予想配当利回りが指数平均を上回る、3月期決算の大型株
（選択条件）
・東証プライム指数採用の3月本決算銘柄
・24年3月期の予想配当利回り2.5％以上(東証プライム指数単純平均2.12％）
・自己資本比率が30%以上で経営基盤が安定
・PBR(株価純資産倍率)2.0倍以下
・株式時価総額1兆円以上の大型株から選択

(データは2月22日現在)

好配当利回りの大型株銘柄
スクリーニング
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特 集

　24.3期3Q(10-12月)と23.12期期末の決算が出揃った(図表1、2)。プライム市場の金融を除く24.3
期3Q累計は前年同期比売上高4％増、営業利益19％増、経常利益14％増、当期利益16％増。通期計画
の当期利益を235社が上方修正、108社が下方修正した。
　四半期ごとの経常利益増減は、SBG(9984)が子会社アームの米国上場で評価損益が変動した影響が大
きい。燃料価格下落で東京電力HD(9501)はじめ電力株が黒字化。3Qではトヨタ(7203)、
SUBARU(7270)など自動車大手は生産回復と円安で利益を伸ばした。一方、石油化学品の市況の低迷
で化学に減益が目立ち、住友化学(4005)は赤字拡大となった。
　23.12期は前期比売上高5％増、営業利益0.4％増、経常利益3％増、当期利益2%減。当期利益減は中
国の広告事業不振の電通G(4324)、米持ち分法会社で減損損失のネクソン(3659)が響いた。

　24.12期会社計画を発表している企業は194
社。会社計画では、営業増益153社(黒転9社含
む)、減益36社。当期増益予想144社(黒転16社
含む)、減益47社となった。
　図表3では当期利益予想が15％以上の増益(黒
転含む)かつ営業増益予想の企業のうち時価総額
5,000億円以上の企業をまとめた。
　食品など価格転嫁の浸透で業績を伸ばす企業の
ほか、前期の減益からの反動増を見込む企業が目
立つ。構造改革の成果が業績、株価へと反映する
動きが続こう。 (大部)

（図表1）24.3期の前年同期比増減率 （図表2）23.12期の前年同期比増減率

（図表3）24.12期会社予想（前期比％）

（出所）QUICKより内藤証券作成（2/20時点、対象1,029社） （出所）QUICKより内藤証券作成（2/20時点、対象204社）

（出所）QUICKより内藤証券作成（2/20時点）、レゾナックは注意喚起
（注）時価総額5,000億円以上、売買代金25日平均10億円以上

直近決算集計

Ⅰ プライム市場の24.3期3Q累計(4-12月)の当期利益は前年同期比16％増

Ⅱ 24.12期の営業利益、当期利益増加見通し企業
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コード 企業名 営業利益 当期利益
199
黒転
62
117
136
36
18
23
11
16
14

黒転
黒転
222
123
106
48
38
16
16
15
15

電通G
レゾナック
トレンドマイクロ
花王
大塚ＨＤ
ＮＸＨＤ
東京応化工業
キリンＨＤ
アサヒＧＨＤ
キヤノン
MonotaRO
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主力市場急伸で新興株に出遅れ感
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3月の
スケジュール 日銀の金融政策修正への動向に注目


